
(57)【要約】

【課題】エンドプレートや電流取出板の腐食を確実に防

止する。

【解決手段】一対のバイポーラプレート１５，１７相互

間に、図示しない電解質膜とその両側に位置する電極と

が設けられて単位セル１９を構成し、この単位セル１９

が図中で左右方向に複数積層されている。積層した複数

の単位セル１９の両側には、電流取出板２１および絶縁

板２３がそれぞれ配置され、さらにその外側にはエンド

プレート２５が配置されている。単位セル１９，電流取

出板２１，絶縁板２３およびエンドプレート２５にわた

り、ガス供給流路３１が貫通して形成され、このガス供

給流路３１内に管状部材３７を設けている。管状部材３

７は、コネクタ３５をエンドプレート２５に接続するこ

とで固定される。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
燃 料 電 池 の 単 位 セ ル が 複 数 積 層 さ れ て そ の 積 層 方 向 両 側 に 電 流 取 出 板 が 、 さ ら に そ の 外 側
に エ ン ド プ レ ー ト が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 こ の エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 を 貫 通 し て
前 記 単 位 セ ル に 達 す る 流 体 流 路 を 備 え た 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 に お い て 、 前 記 流 体 流 路 内 に
、 前 記 単 位 セ ル と 燃 料 電 池 の 外 部 と を 連 通 す る 管 状 部 材 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 燃 料
電 池 の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 管 状 部 材 の 燃 料 電 池 の 内 部 側 の 端 部 は 、 前 記 電 流 取 出 板 に 隣 接 す る 単 位 セ ル に 対 応 す
る 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 管 状 部 材 は 、 樹 脂 も し く は セ ラ ミ ッ ク ス 製 、 あ る い は 表 面 に 樹 脂 層 を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 単 位 セ ル は 、 固 体 高 分 子 膜 を 中 心 と し て そ の 両 側 に 電 極 お よ び セ パ レ ー タ を そ れ ぞ れ
備 え 、 前 記 管 状 部 材 と 、 前 記 電 流 取 出 板 に 隣 接 す る 前 記 単 位 セ ル の セ パ レ ー タ と の 間 に 、
シ ー ル 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 燃 料 電 池 の 配 管
構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 電 流 取 出 板 と 前 記 エ ン ド プ レ ー ト と の 少 な く と も い ず れ か 一 方 と 、 前 記 管 状 部 材 と の
間 に 、 シ ー ル 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 燃 料 電 池
の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 管 状 部 材 は 、 前 記 エ ン ド プ レ ー ト に 接 続 さ れ る 固 定 部 材 に よ っ て 固 定 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反 対 側 の 端 部 に フ ラ ン ジ を 設 け る 一 方 、 前 記 流 体 流 路 の エ
ン ド プ レ ー ト 端 面 側 に 前 記 固 定 部 材 を 接 続 す る 接 続 部 を 設 け 、 こ の 接 続 部 の 内 径 を 前 記 流
体 流 路 の 単 位 セ ル 側 の 内 径 に 対 し て 大 径 に し 、 こ の 大 径 部 分 に 前 記 フ ラ ン ジ を 配 置 し 、 前
記 接 続 部 に 接 続 さ れ る 前 記 固 定 部 材 の 先 端 に よ り 前 記 フ ラ ン ジ を 押 し 付 け て 前 記 管 状 部 材
を 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反 対 側 の 端 部 を 、 燃 料 電 池 の 外 部 に 引 き 出 し 、 前 記 管 状 部
材 は 、 前 記 エ ン ド プ レ ー ト に 接 続 さ れ る 固 定 部 材 の 内 周 面 に 押 圧 さ れ て 固 定 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 エ ン ド プ レ ー ト に 対 し て ね じ 結 合 に よ っ て 接 続 固 定 さ れ 、 こ の ね じ
結 合 部 に 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反 対 側 の 端 部 を 噛 み 込 ま せ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ 記 載 の 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反 対 側 の 端 部 は 、 フ ィ ル ム 状 に 形 成 さ れ た 円 筒 部 が 一 体 化
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 載 の 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反 対 側 の 端 部 に シ ー ル 用 テ ー プ を 巻 き 付 け 、 こ の 端 部 よ り
さ ら に 軸 方 向 外 側 へ 突 出 す る 環 状 部 を 前 記 シ ー ル 用 テ ー プ に よ り 形 成 し 、 前 記 固 定 部 材 を
、 前 記 エ ン ド プ レ ー ト に 対 し て ね じ 結 合 に よ っ て 固 定 す る 際 に 、 こ の ね じ 結 合 部 に 前 記 環
状 部 を 噛 み 込 ま せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
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こ の 発 明 は 、 燃 料 電 池 の 単 位 セ ル が 複 数 積 層 さ れ て そ の 積 層 方 向 両 側 に 電 流 取 出 板 お よ び
エ ン ド プ レ ー ト を 備 え 、 こ の エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 を 貫 通 す る 流 体 流 路 を 備 え
た 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 で は 、 電 解 質 膜 を 間 に 挟 ん で 対 峙 す る ２ つ の 電 極 に 、 水 素 を 含 有 す
る 燃 料 ガ ス と 、 酸 素 を 含 有 す る 酸 化 ガ ス と を そ れ ぞ れ 供 給 す る こ と に よ り 、 各 電 極 で 電 気
化 学 反 応 が 発 生 し 、 化 学 エ ネ ル ギ が 電 気 エ ネ ル ギ に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の と き 、 電 解 質 膜 中 を プ ロ ト ン （ 水 素 イ オ ン ） が 移 動 す る に は 、 電 解 質 膜 が 加 湿 さ れ 充
分 に 濡 れ て い る 必 要 が あ る た め に 、 各 電 極 へ の 供 給 ガ ス を 外 部 か ら 加 湿 す る の が 一 般 的 で
あ る 。 し た が っ て 、 燃 料 電 池 に 対 し て 外 部 か ら 供 給 さ れ る ガ ス は 、 燃 料 ガ ス と 酸 化 ガ ス お
よ び 水 蒸 気 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ６ は 、 固 定 高 分 子 形 燃 料 電 池 の 一 般 的 な 構 成 図 で あ る 。 セ パ レ ー タ を 構 成 す る カ ー ボ ン
も し く は 金 属 製 の 一 対 の バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト １ ， ３ 相 互 間 に 、 図 示 し な い 電 解 質 膜 と そ の
両 側 に 位 置 す る 電 極 と が 設 け ら れ て 単 位 セ ル ５ を 構 成 し て い る 。 し た が っ て 、 こ こ で は ６
つ の 単 位 セ ル ５ が 図 中 で 左 右 方 向 に 積 層 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
左 右 両 端 の 単 位 セ ル ５ の 外 側 に は 、 電 流 取 出 板 ７ お よ び 絶 縁 板 ９ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ 、 さ
ら に そ の 外 側 に は エ ン ド プ レ ー ト １ １ が 配 置 さ れ て い る 。 電 流 取 出 板 ７ お よ び エ ン ド プ レ
ー ト １ １ は 、 鉄 ， ス テ ン レ ス ， 銅 ， ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 製 で あ る の が 一 般 的 で あ る 。
一 方 絶 縁 板 ９ は 、 燃 料 電 池 の 作 動 温 度 に 耐 え 、 前 述 し た 燃 料 電 池 内 へ の 水 蒸 気 の 導 入 に よ
っ て 加 水 分 解 が 起 こ ら な い よ う な 樹 脂 材 料 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
エ ン ド プ レ ー ト １ １ は 、 積 層 さ れ た 複 数 の 単 位 セ ル ５ を 両 側 か ら 圧 迫 す る こ と で 互 い に 密
着 さ せ て 固 定 す る も の で あ り 、 こ の エ ン ド プ レ ー ト １ １ に 取 り 付 け た コ ネ ク タ １ ３ を 介 し
、 前 記 し た 燃 料 ガ ス と 酸 化 ガ ス お よ び 水 蒸 気 の ほ か 、 冷 却 水 を 供 給 し 、 あ る は 排 出 を 行 う
。 エ ン ド プ レ ー ト １ １ ， 絶 縁 板 ９ お よ び 電 流 取 出 板 ７ に は 、 コ ネ ク タ １ ３ と 単 位 セ ル ５ と
を 連 通 す る 流 路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 構 造 を 備 え た 燃 料 電 池 と し て は 、 例 え ば 、 特 開 平 ７ － ２ ８ ２ ８ ３ ６ 号 公 報 の 図
９ に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 エ ン ド プ レ ー ト １ １ に 関 し て は 、 様 々 な 手 段 を 講 じ る こ と に よ り （ 例 え ば 特 開 ２ ０
０ １ － １ ５ ５ ７ ６ ０ ， 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ４ ２ ６ ８ 号 公 報 な ど 参 照 ） 、 バ イ ポ ー ラ プ レ ー
ト １ ， ３ に 対 し 均 一 な 面 圧 を 施 そ う と す る 検 討 が な さ れ て い る が 、 上 記 し た ガ ス や 冷 却 水
な ど の 燃 料 電 池 内 へ の 導 入 あ る い は 排 出 の 手 段 は 、 上 記 し た 図 ６ の 構 造 の も の と 基 本 的 に
は 変 わ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 燃 料 電 池 に 使 用 さ れ る エ ン ド プ レ ー ト や 電 流 取 出 板 の 材 質 は 、 前 述 し た よ う に
鉄 ， ス テ ン レ ス ， 銅 ， ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 製 で あ る 。 こ れ ら の 金 属 の 中 に は 、 水 分 も
し く は 酸 素 と 接 す る こ と に よ り 酸 化 物 を 生 成 す る も の が あ る 。 一 般 的 に は 、 腐 食 の 観 点 か
ら オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ や Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ ） が 多 く 用 い ら れ て い る が
、 燃 料 電 池 を 長 時 間 （ 数 万 時 間 ） 運 転 す る と 、 ス テ ン レ ス 鋼 が 徐 々 に 腐 食 し 亀 裂 を 生 じ る
こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 エ ン ド プ レ ー ト や 電 流 取 出 板 は 、 単 位 セ ル ５ を 多 数 積 層 し た 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の
一 部 で あ り 、 腐 食 や こ れ に 起 因 す る 異 常 の 際 に 、 こ れ ら を 交 換 す る た め に は ス タ ッ ク の 圧

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-14130 A 2004.1.15



迫 を 緩 め て 取 り 外 さ な け れ ば な ら ず 、 交 換 作 業 が 煩 雑 な も の と な る 。 こ の た め エ ン ド プ レ
ー ト や 電 流 取 出 板 の 防 食 を 確 実 に 行 う こ と は 極 め て 重 要 な こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 エ ン ド プ レ ー ト や 電 流 取 出 板 の 腐 食 を 確 実 に 防 止 す る こ と を 目 的 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 燃 料 電 池 の 単 位 セ ル が 複 数 積 層 さ れ て そ
の 積 層 方 向 両 側 に 電 流 取 出 板 が 、 さ ら に そ の 外 側 に エ ン ド プ レ ー ト が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、
こ の エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 を 貫 通 し て 前 記 単 位 セ ル に 達 す る 流 体 流 路 を 備 え た
燃 料 電 池 の 配 管 構 造 に お い て 、 前 記 流 体 流 路 内 に 、 前 記 単 位 セ ル と 燃 料 電 池 の 外 部 と を 連
通 す る 管 状 部 材 を 配 置 し た 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 管 状 部 材 の 燃 料 電 池 の 内 部 側 の
端 部 は 、 前 記 電 流 取 出 板 に 隣 接 す る 単 位 セ ル に 対 応 す る 位 置 に あ る 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 管 状 部 材 は 、 樹 脂 も し
く は セ ラ ミ ッ ク ス 製 、 あ る い は 表 面 に 樹 脂 層 を 備 え て い る 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 単 位 セ ル は
、 固 体 高 分 子 膜 を 中 心 と し て そ の 両 側 に 電 極 お よ び セ パ レ ー タ を そ れ ぞ れ 備 え 、 前 記 管 状
部 材 と 、 前 記 電 流 取 出 板 に 隣 接 す る 前 記 単 位 セ ル の セ パ レ ー タ と の 間 に 、 シ ー ル 材 を 設 け
た 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 電 流 取 出 板
と 前 記 エ ン ド プ レ ー ト と の 少 な く と も い ず れ か 一 方 と 、 前 記 管 状 部 材 と の 間 に 、 シ ー ル 材
を 設 け た 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 管 状 部 材 は
、 前 記 エ ン ド プ レ ー ト に 接 続 さ れ る 固 定 部 材 に よ っ て 固 定 さ れ る 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反 対
側 の 端 部 に フ ラ ン ジ を 設 け る 一 方 、 前 記 流 体 流 路 の エ ン ド プ レ ー ト 端 面 側 に 前 記 固 定 部 材
を 接 続 す る 接 続 部 を 設 け 、 こ の 接 続 部 の 内 径 を 前 記 流 体 流 路 の 単 位 セ ル 側 の 内 径 に 対 し て
大 径 に し 、 こ の 大 径 部 分 に 前 記 フ ラ ン ジ を 配 置 し 、 前 記 接 続 部 に 接 続 さ れ る 前 記 固 定 部 材
の 先 端 に よ り 前 記 フ ラ ン ジ を 押 し 付 け て 前 記 管 状 部 材 を 固 定 す る 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反 対
側 の 端 部 を 、 燃 料 電 池 の 外 部 に 引 き 出 し 、 前 記 管 状 部 材 は 、 前 記 エ ン ド プ レ ー ト に 接 続 さ
れ る 固 定 部 材 の 内 周 面 に 押 圧 さ れ て 固 定 さ れ る 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ９ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 エ ン ド プ レ ー
ト に 対 し て ね じ 結 合 に よ っ て 接 続 固 定 さ れ 、 こ の ね じ 結 合 部 に 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位
セ ル と 反 対 側 の 端 部 を 噛 み 込 ま せ る 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 １ ０ の 発 明 は 、 請 求 項 ９ の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反
対 側 の 端 部 は 、 フ ィ ル ム 状 に 形 成 さ れ た 円 筒 部 が 一 体 化 さ れ て い る 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 １ １ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ の 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 管 状 部 材 の 前 記 単 位 セ ル と 反
対 側 の 端 部 に シ ー ル 用 テ ー プ を 巻 き 付 け 、 こ の 端 部 よ り さ ら に 軸 方 向 外 側 へ 突 出 す る 環 状
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部 を 前 記 シ ー ル 用 テ ー プ に よ り 形 成 し 、 前 記 固 定 部 材 を 、 前 記 エ ン ド プ レ ー ト に 対 し て ね
じ 結 合 に よ っ て 固 定 す る 際 に 、 こ の ね じ 結 合 部 に 前 記 環 状 部 を 噛 み 込 ま せ る 構 成 と し て あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 を 貫 通 す る 流 体 流 路 内 に 管 状
部 材 を 設 け 、 流 体 が こ の 管 状 部 材 内 を 流 れ る こ と で 、 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 へ
の 流 体 の 接 触 が 回 避 さ れ 、 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 の 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 へ の 流 体 の 接 触 を 回 避 し て 腐
食 を 防 止 し つ つ 、 管 状 部 材 の 長 さ を 最 小 限 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 管 状 部 材 の 腐 食 を 防 止 で き る と と も に 、 エ ン ド プ レ ー ト お よ び
電 流 取 出 板 に 対 す る 絶 縁 効 果 も 発 揮 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ル 材 に よ り 、 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 に 対 す る 流
体 の 接 触 が 確 実 に 回 避 さ れ 、 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 の 腐 食 を よ り 確 実 に 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ル 材 に よ り 、 エ ン ド プ レ ー ト や 電 流 取 出 板 へ の 流 体 の 流 入
を 防 止 で き る と と も に 、 燃 料 電 池 外 部 へ の 流 体 の 漏 れ を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
ま た 、 シ ー ル 材 に よ り 、 管 状 部 材 の エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 に 対 す る ず れ を 防 止
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 管 状 部 材 は 、 エ ン ド プ レ ー ト に 接 続 さ れ る 固 定 部 材 に よ っ て 固
定 さ れ る の で 、 エ ン ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 に 対 す る ず れ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 管 状 部 材 は 、 固 定 部 材 が フ ラ ン ジ を 固 定 す る の で 、 エ ン ド プ レ
ー ト お よ び 電 流 取 出 板 に 対 す る ず れ が 確 実 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 管 状 部 材 は 、 固 定 部 材 の 内 周 面 に よ っ て 押 圧 さ れ る の で 、 エ ン
ド プ レ ー ト お よ び 電 流 取 出 板 に 対 す る ず れ が 確 実 に 防 止 さ れ る 。 ま た 、 燃 料 電 池 の 外 部 に
引 き 出 し た 部 分 の 管 状 部 材 に 、 外 部 か ら の 配 管 を 直 接 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 固 定 部 材 と エ ン ド プ レ ー ト と の ね じ 結 合 部 に 、 管 状 部 材 の 端 部
を 噛 み 込 ま せ る こ と で 、 固 定 部 材 と 管 状 部 材 と の 間 の シ ー ル を 行 え 、 燃 料 電 池 外 部 へ の 流
体 の 漏 れ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 固 定 部 材 を エ ン ド プ レ ー ト に 対 し て ね じ 結 合 す る 際 に 、 こ の
ね じ 結 合 部 に フ ィ ル ム 状 の 円 筒 部 を 容 易 に 噛 み 込 ま せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
請 求 項 １ １ の 発 明 に よ れ ば 、 固 定 部 材 を エ ン ド プ レ ー ト に 対 し て ね じ 結 合 す る 際 に 、 こ の
ね じ 結 合 部 に 、 シ ー ル 用 テ ー プ の 環 状 部 を 噛 み 込 ま せ る こ と で 、 固 定 部 材 と 管 状 部 材 と の
間 の シ ー ル を 行 え 、 燃 料 電 池 外 部 へ の 流 体 の 漏 れ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 わ る 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ
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の 燃 料 電 池 は 、 前 記 図 ６ に 示 し た も の と 同 様 に 、 セ パ レ ー タ を 構 成 す る カ ー ボ ン も し く は
金 属 製 の 一 対 の バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト １ ５ ， １ ７ 相 互 間 に 、 図 示 し な い 電 解 質 膜 と そ の 両 側
に 位 置 す る 電 極 と が 設 け ら れ て 単 位 セ ル １ ９ を 構 成 し て い る 。 こ の 単 位 セ ル １ ９ が 図 中 で
左 右 方 向 に 複 数 積 層 さ れ て お り 、 こ の 積 層 体 の 図 中 で 右 側 の 端 部 に も 、 図 １ と 同 様 の 配 管
構 造 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
単 位 セ ル １ ９ の 外 側 （ 図 １ 中 で 左 側 ） に は 、 電 流 取 出 板 ２ １ お よ び 絶 縁 板 ２ ３ が そ れ ぞ れ
配 置 さ れ 、 さ ら に そ の 外 側 に は エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 バ イ ポ ー ラ プ レ ー
ト １ ５ ， １ ７ 相 互 間 お よ び 、 バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト １ ５ と 電 流 取 出 板 ２ １ と の 間 に は 、 シ ー
ル 用 の Ｏ リ ン グ ２ ７ お よ び ２ ９ が そ れ ぞ れ が 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 し た 電 流 取 出 板 ２ １ お よ び エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ は 、 鉄 ， ス テ ン レ ス ， 銅 ， ア ル ミ ニ ウ
ム な ど の 金 属 製 で あ る 。 一 方 絶 縁 板 ２ ３ は 、 燃 料 電 池 の 作 動 温 度 に 耐 え 、 燃 料 電 池 内 へ の
水 蒸 気 の 導 入 に よ っ て 加 水 分 解 が 起 こ ら な い よ う な 樹 脂 材 料 を 用 い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 し た 単 位 セ ル １ ９ か ら 、 電 流 取 出 板 ２ １ ， 絶 縁 板 ２ ３ お よ び エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ に わ
た り 、 流 体 流 路 と し て の ガ ス 供 給 流 路 ３ １ が 貫 通 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で の ガ ス 供 給
流 路 ３ １ は 、 前 記 し た 図 示 し な い 電 極 へ 供 給 さ れ る 水 素 ま た は 酸 素 を 含 有 す る ガ ス が 流 れ
る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ガ ス 供 給 流 路 ３ １ は 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ 側 の 端 部 が 大 径 と な っ て お り 、 こ の 大 径 部 分 ３
３ の 内 周 に 、 接 続 部 と し て の 雌 ね じ ３ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 雌 ね じ ３ ３ ａ に は 固 定
部 材 と し て の コ ネ ク タ ３ ５ が ね じ 込 ま れ て エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 し た 大 径 部 分 ３ ３ よ り 単 位 セ ル １ ９ 側 の ガ ス 供 給 流 路 ３ １ に は 、 管 状 部 材 ３ ７ が 挿 入
さ れ て い る 。 管 状 部 材 ３ ７ は 、 耐 熱 ・ 耐 加 水 分 解 ・ 化 学 的 安 定 性 か ら 、 Ｐ Ｐ Ｓ 樹 脂 （ ポ リ
フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド ） を 繊 維 （ ガ ラ ス 繊 維 ） 強 化 し た も の を 用 い て お り 、 コ ネ ク タ ３
５ を 通 し て 外 部 か ら 供 給 さ れ る ガ ス が 流 通 可 能 な よ う に 軸 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 ３ ７ ａ を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
管 状 部 材 ３ ７ の 単 位 セ ル １ ９ 側 の 端 部 は 、 電 流 取 出 板 ２ １ に 隣 接 す る バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト
１ ５ に 対 応 す る 位 置 に あ り 、 こ の バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト １ ５ ， 絶 縁 板 ２ ３ お よ び エ ン ド プ レ
ー ト ２ ５ と 、 管 状 部 材 ３ ７ と の 間 に は 、 シ ー ル 材 と し て の Ｏ リ ン グ ３ ９ ， ４ １ お よ び ４ ３
が そ れ ぞ れ 介 装 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 し て い な い が 、 さ ら に 、 電 流 取 出 板 ２ １ に 対 応 す
る 位 置 に Ｏ リ ン グ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の Ｏ リ ン グ ３ ９ ， ４ １ お よ び ４ ３ な ら び に 、 前 記 し た Ｏ リ ン グ ２ ７ ， ２ ９ は 、 ニ ト リ ル
ゴ ム 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 、 ス チ レ ゴ ム 、 フ ッ 素 ゴ ム 、 シ リ コ ン ゴ ム な ど の 一 般 的 な も の を
用 い る こ と が で き る が 、 耐 熱 性 を 考 慮 す る と 、 フ ッ 素 ゴ ム も し く は シ リ コ ン ゴ ム が 好 ま し
く 、 － ３ ０ ℃ 以 下 で の 物 性 保 持 力 を 考 慮 す る と 、 シ リ コ ン ゴ ム が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
管 状 部 材 ３ ７ の コ ネ ク タ ３ ５ 側 の 端 部 は 、 大 径 部 ３ ３ 内 に 突 出 し 、 こ の 突 出 部 に フ ラ ン ジ
３ ７ ｂ が 形 成 さ れ 、 こ の フ ラ ン ジ ３ ７ ｂ は 、 大 径 部 ３ ３ の 段 部 ３ ３ ｂ に 当 接 し て い る 。 コ
ネ ク タ ３ ５ を エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ の 雌 ね じ ３ ３ ａ に ね じ 込 む こ と で 、 管 状 部 材 ３ ７ の フ ラ
ン ジ ３ ７ ｂ が 、 コ ネ ク タ ３ ５ の 端 面 に 押 圧 さ れ 、 管 状 部 材 ３ ７ が コ ネ ク タ ３ ５ に よ っ て 固
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 し た 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 に よ れ ば 、 水 素 ま た は 酸 素 を 含 有 す る ガ ス が 、 外 部 か ら コ ネ
ク タ ３ ５ を 通 し て 燃 料 電 池 に 供 給 さ れ る 際 に 、 前 記 ガ ス は 、 管 状 部 材 ３ ７ 内 を 流 れ る 。 こ
の た め 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ お よ び 電 流 取 出 板 ２ １ へ の ガ ス の 直 接 の 接 触 が 回 避 さ れ 、 エ
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ン ド プ レ ー ト ２ ５ お よ び 電 流 取 出 板 ２ １ の 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 こ の 場 合 管 状 部 材 ３ ７ の 単 位 セ ル １ ９ 側 の 端 部 を 、 電 流 取 出 板 ２ １ に 隣 接 す る 単 位
セ ル １ ９ の バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト １ ５ に 対 応 す る 位 置 と す る こ と で 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ お
よ び 電 流 取 出 板 ２ １ の 腐 食 を 防 止 し つ つ つ つ 、 管 状 部 材 ３ ７ の 長 さ を 最 小 限 と す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
さ ら に 、 Ｏ リ ン グ ３ ９ ， ４ １ お よ び ４ ３ を 設 け る こ と で 、 燃 料 電 池 内 に 供 給 さ れ る 前 記 し
た ガ ス の エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ お よ び 電 流 取 出 板 ２ １ へ の 直 接 の 接 触 が 確 実 に 回 避 さ れ る と
と も に 、 供 給 さ れ た ガ ス の 燃 料 電 池 外 部 へ の 漏 れ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 上 記 し た 各 Ｏ リ ン グ ３ ９ ， ４ １ お よ び ４ ３ の う ち 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ や 絶 縁 板 ２
３ 、 電 流 取 出 板 ２ １ に 対 応 す る も の （ 図 示 し な い ） は 必 ず し も 必 要 で は な く 、 少 な く と も
バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト １ ５ に 対 応 す る Ｏ リ ン グ ３ ９ が あ れ ば よ い 。 バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト １ ５
に 対 応 す る Ｏ リ ン グ ３ ９ を 設 け る こ と で 、 管 状 部 材 ３ ７ か ら 流 出 す る ガ ス の 電 流 取 出 板 ２
１ お よ び エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ へ の 漏 れ が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 管 状 部 材 ３ ７ は 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ に 接 続 固 定 さ れ る コ ネ ク タ ３ ５ に よ っ て 、 フ
ラ ン ジ ３ ７ ｂ が 押 圧 さ れ て 固 定 さ れ る の で 、 ガ ス 導 入 時 に 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ お よ び 電
流 取 出 板 ２ １ に 対 す る ガ ス 導 入 方 向 前 方 側 へ の ず れ が 防 止 さ れ る 。 こ の 管 状 部 材 ３ ７ の ず
れ は 、 前 記 し た 各 Ｏ リ ン グ ３ ９ ， ４ １ お よ び ４ ３ に よ っ て も 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
な お 、 上 記 し た 管 状 部 材 ３ ７ は 、 Ｐ Ｐ Ｓ 樹 脂 と す る こ と で 、 自 身 の 腐 食 を 防 止 で き る と と
も に 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ お よ び 電 流 取 出 板 ２ １ に 対 す る 絶 縁 効 果 が 発 揮 さ れ る が 、 Ｐ Ｐ
Ｓ 樹 脂 に 代 え て 、 ス テ ン レ ス （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ や Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ ） の 表 面 に 樹 脂 （ フ ッ 素 樹 脂
） を コ ー テ ィ ン グ し た も の や 、 セ ラ ミ ッ ク を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ２ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 わ る 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ
の 実 施 形 態 は 、 管 状 部 材 ４ ５ の 単 位 セ ル １ ９ 側 の 端 部 と 反 対 側 を 、 燃 料 電 池 の 外 部 に 引 き
出 す 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の 管 状 部 材 ４ ５ に つ い て も 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 管 状 部 材 ３ ７ と 同 様 に 、 Ｐ Ｐ Ｓ 樹
脂 や 、 ス テ ン レ ス （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ や Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ ） の 表 面 に 樹 脂 （ フ ッ 素 樹 脂 ） を コ ー テ
ィ ン グ し た も の 、 あ る い は セ ラ ミ ッ ク を 使 用 し 、 軸 方 向 に 貫 通 し て ガ ス が 流 通 す る 貫 通 孔
４ ５ ａ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
コ ネ ク タ ３ ５ は 、 管 状 部 材 ４ ５ が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 ３ ５ ａ が 形 成 さ れ 、 エ ン ド プ レ ー ト ２
５ の 雌 ね じ ３ ３ ａ に ね じ 込 む こ と で 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ に 接 続 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 上 記 し た コ ネ ク タ ３ ５ は 、 受 け 部 材 ４ ７ と 締 付 部 材 ４ ９ と か ら 構 成 さ れ 、 受 け 部 材
４ ７ の 内 面 に 形 成 し て あ る 雌 ね じ 部 に 、 締 付 部 材 ４ ９ の 外 周 面 に 形 成 し て あ る 雄 ね じ 部 が
ね じ 込 ま れ て 両 者 相 互 が 固 定 さ れ る 。 こ の と き 、 締 付 部 材 ４ ９ の 先 端 側 と 受 け 部 材 ４ ７ お
よ び 管 状 部 材 ４ ５ と の 間 に 圧 縮 ス リ ー ブ を 介 装 し て お き 、 こ の 圧 縮 ス リ ー ブ が 上 記 ね じ 込
み 作 業 に よ っ て 塑 性 変 形 す る こ と で 、 管 状 部 材 ４ ７ の 外 周 面 が 圧 縮 ス リ ー ブ を 介 し て コ ネ
ク タ ３ ５ の 内 周 面 に よ っ て 押 し 付 け ら れ る 。 こ の 結 果 管 状 部 材 ４ ５ は 、 コ ネ ク タ ３ ５ を 介
し て エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ に 固 定 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
上 記 し た 締 付 部 材 ４ ９ の 受 け 部 材 ４ ７ へ の ね じ 込 み 作 業 は 、 受 け 部 材 ４ ７ を エ ン ド プ レ ー
ト ２ ５ に 接 続 固 定 し た 後 に 行 う 。 そ の 他 の 構 成 は 、 前 記 図 １ の も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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こ の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 管 状 部 材 ４ ５ は 、 コ ネ ク タ ３ ５ に よ っ て 外 周 面 が 押 圧 さ れ
て 固 定 さ れ る こ と で 、 ガ ス 導 入 時 に 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ お よ び 電 流 取 出 板 ２ １ に 対 す る
ガ ス 導 入 方 向 前 方 側 へ の ず れ が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 燃 料 電 池 の 外 部 に 引 き 出 し た 部 分 の 管
状 部 材 ４ ５ に 、 外 部 か ら の 配 管 を 直 接 接 続 す る こ と が で き る 。
図 ３ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 わ る 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ
の 実 施 形 態 は 、 管 状 部 材 ５ １ の 単 位 セ ル １ ９ と 反 対 側 の 端 部 に 、 前 記 図 １ の も の と 同 様 に
、 フ ラ ン ジ ５ １ ａ を 設 け 、 さ ら に こ の フ ラ ン ジ ５ １ ａ の 外 周 側 端 部 か ら 、 エ ン ド プ レ ー ト
２ ５ の 雌 ね じ ３ ３ ａ に 沿 っ て フ ィ ル ム 状 の 円 筒 部 ５ １ ｂ を 一 体 に 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ の 実 施 形 態 に お け る 管 状 部 材 ５ １ は 、 フ ッ 素 樹 脂 か ら な る テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） を 用 い
て お り 、 軸 方 向 に 貫 通 し て ガ ス が 流 通 す る 貫 通 孔 ５ １ ａ を 備 え て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 前
記 図 １ の も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ の 場 合 、 コ ネ ク タ ３ ５ を 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ の 雌 ね じ ３ ３ ａ に ね じ 込 む こ と で 、 円 筒
部 ５ １ ｂ が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ の ね じ 結 合 部 に 噛 み 込 ん だ 状 態 Ａ と な る 。 ね じ 込 み 後
は 、 図 １ の も の と 同 様 に 、 コ ネ ク タ ３ ５ の 先 端 が 管 状 部 材 ５ １ の フ ラ ン ジ ５ １ ａ を 押 圧 し
て 固 定 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
上 記 し た 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 管 状 部 材 ５ １ の 円 筒 部 ５ １ ｂ が ね じ 結 合 部 に ね じ 込 ま
れ る こ と で 、 管 状 部 材 ５ １ が 固 定 さ れ る と と も に 、 コ ネ ク タ ３ ５ と 管 状 部 材 ５ １ と の 間 の
シ ー ル が 行 え 、 燃 料 電 池 外 部 へ の 前 記 し た ガ ス の 漏 れ が 確 実 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 ５ は 、 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 ５ （ ａ ） に 斜 視 図 と し て 示 す 管 状 部 材 ５ ３
は 、 前 記 図 １ の 管 状 部 材 ３ ７ と 同 様 に 、 単 位 セ ル １ ９ と 反 対 側 の 端 部 に フ ラ ン ジ ５ ３ ａ を
備 え る と と も に 、 軸 方 向 に 貫 通 し て ガ ス が 流 通 す る 貫 通 孔 ５ ３ ｂ を 備 え て い る 。 ま た 、 こ
の 管 状 部 材 ５ ３ に つ い て も 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 管 状 部 材 ３ ７ と 同 様 に 、 Ｐ Ｐ Ｓ 樹 脂
や 、 ス テ ン レ ス （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ や Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ ） の 表 面 に 樹 脂 （ フ ッ 素 樹 脂 ） を コ ー テ ィ
ン グ し た も の 、 あ る い は セ ラ ミ ッ ク を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
上 記 し た 第 ４ の 実 施 形 態 は 、 前 記 図 ３ に 示 し た 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る フ ィ ル ム 状 の 円 筒
部 ５ １ ｂ に 相 当 す る も の を 、 図 ５ （ ｂ ） ， （ ｃ ） に 示 し て あ る シ ー ル 用 テ ー プ ５ ５ に よ っ
て 形 成 し て い る 。 そ の 他 の 燃 料 電 池 に お け る 構 成 は 、 前 記 図 １ の も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
シ ー ル 用 テ ー プ ５ ５ は 、 テ フ ロ ン （ フ ッ 素 樹 脂 ） 製 で あ り 、 図 ５ （ ｂ ） の よ う に 、 管 状 部
材 ５ ３ の 中 央 付 近 か ら 巻 き 付 け 始 め 、 図 ５ （ ｃ ） の よ う に 、 フ ラ ン ジ ５ ３ ａ に も 巻 き 付 け
た 後 、 さ ら に 軸 方 向 外 側 へ 突 出 す る よ う に 、 環 状 部 ５ ５ ａ を シ ー ル 用 テ ー プ ５ ５ に よ っ て
形 成 す る 。 こ の 環 状 部 ５ ５ ａ が 、 前 記 図 ３ に 示 し て あ る フ ィ ル ム 状 の 円 筒 部 ５ １ ｂ に 相 当
す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
す な わ ち 、 上 記 し た 管 状 部 材 ５ ３ を 、 図 ３ の 管 状 部 材 ５ １ と 同 様 に ガ ス 供 給 流 路 ３ １ に 取
り 付 け た 状 態 で は 、 シ ー ル 用 テ ー プ ５ ５ の 環 状 部 ５ ５ ａ が エ ン ド プ レ ー ト ２ ５ の 雌 ね じ ３
３ ａ に ほ ぼ 接 し た 状 態 と な る 。 こ の 状 態 で 、 コ ネ ク タ ３ ５ を 雌 ね じ ３ ３ ａ に ね じ 込 む こ と
で 、 環 状 部 ５ ５ ａ が こ の ね じ 結 合 部 に 噛 み 込 ん だ 状 態 と な る 。 ね じ 込 み 後 は 、 図 ３ の も の
と 同 様 に 、 コ ネ ク タ ３ ５ の 先 端 が 管 状 部 材 ５ １ の フ ラ ン ジ ５ １ ａ を 押 圧 し て 固 定 す る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
上 記 し た 第 ４ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 シ ー ル 用 テ ー プ ５ ５ の 環 状 部 ５ ５ ａ が ね じ 結 合 部 に ね
じ 込 ま れ る こ と で 、 図 ３ に 示 し た 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 管 状 部 材 ５ ３ が シ ー ル 用 テ ー
プ ５ ５ を 介 し て 固 定 さ れ る と と も に 、 コ ネ ク タ ３ ５ と 管 状 部 材 ５ ３ と の 間 の シ ー ル が 行 え
、 燃 料 電 池 外 部 へ の 前 記 し た ガ ス の 漏 れ が 確 実 に 防 止 さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
な お 、 上 記 し た 各 実 施 形 態 に お け る 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 は 、 流 体 流 路 と し て ガ ス 供 給 流 路
３ １ に 限 っ て 適 用 さ れ る る こ と は な く 、 燃 料 電 池 を 冷 却 す る 冷 却 水 が 流 れ る 冷 却 水 流 路 や
、 燃 料 電 池 に 供 給 さ れ た 余 剰 の 水 素 ガ ス の 排 出 流 路 な ど 、 燃 料 電 池 に 接 続 さ れ る 流 体 流 路
の 配 管 構 造 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 わ る 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 わ る 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 わ る 燃 料 電 池 の 配 管 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 実 施 形 態 に お け る 管 状 部 材 の 円 筒 部 が ね じ 結 合 部 に 噛 み 込 ん だ 状 態 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 わ る 管 状 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 固 定 高 分 子 形 燃 料 電 池 の 一 般 的 な 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ５ ， １ ７ 　 バ イ ポ ー ラ プ レ ー ト （ セ パ レ ー タ ）
１ ９ 　 単 位 セ ル
２ １ 　 電 流 取 出 板
２ ５ 　 エ ン ド プ レ ー ト
３ １ 　 ガ ス 供 給 流 路 （ 流 体 流 路 ）
３ ３ 　 大 径 部 分
３ ３ ａ 　 雌 ね じ （ 接 続 部 ）
３ ７ ， ４ ５ ， ５ １ ， ５ ３ 　 管 状 部 材
３ ７ ｂ 　 フ ラ ン ジ
３ ５ 　 コ ネ ク タ （ 固 定 部 材 ）
３ ９ ， ４ １ ， ４ ３ 　 Ｏ リ ン グ （ シ ー ル 材 ）
５ １ ｂ 　 フ ィ ル ム 状 の 円 筒 部
５ ５ 　 シ ー ル 用 テ ー プ
５ ５ ａ 　 環 状 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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